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「建設の施工企画」という名称で
は本号が最終となります。来月から
は「建設機械施工」となりますが，
引き続きよろしくお願いいたしま
す。

今月号は，当機関誌では初めての
テーマである自然再生について特集
を組みました。キーワードとしては，
自然環境，自然共生，生物多様性，
生態系，保全，復元，…などが浮か
びます。

自然再生の定義を自然再生推進法
で確認すると，「過去に損なわれた
生態系その他の自然環境を取り戻す
ことを目的として，（中略）河川，
湿原，干潟，藻場，里山，里地，森
林その他の自然環境を保全し，再生
し，若しくは創出し，又はその状態
を維持管理すること」とあります。

今回の特集では，過去に損なわれ
た自然環境の復元のほか，建設事業
に起因して将来損なわれるであろう
自然環境について，その影響を最小
限に留めるための方策にも言及しま
した。

巻頭言では，東京大学の鷲谷いづ
み教授に，「緑のインフラ」への自
然再生について執筆していただきま

した。鷲谷先生のご専門は生態学・
保全生態学で，生物多様性と自然再
生に係わる幅広いテーマの研究に取
り組んでいらっしゃいます。著書と
しては，『自然再生 持続可能な生態
系のために』（中公新書），『生物保
全の生態学』（共立出版），『生態系
を蘇らせる』（NHK 出版）など多数
ございます。

行政情報としては，環境省の山浦
様から自然再生推進法の現状につい
て，同じく環境省の生物多様性セン
ターから東北地方太平洋沿岸地域自
然環境情報（ポータルサイト）のご
紹介をいただきました。

自然再生をテーマにした建設関連
技術は世の中に幅広く普及していま
す。今月の特集報文は，その中から，
バラエティに富んだ 13 編の原稿を
いただきました。第一線で活躍され
ている女性の執筆者が多いのも特徴
です。

交流の広場は，新潟大学の「超域
朱鷺プロジェクト」を紹介していた
だきました。野生復帰を目指してい
るトキをシンボルとした総合的な自
然再生プロジェクトです。

ずいそうの楽しい 2 編もお楽しみ
下さい。

 （伊藤・和田）

6 月号「建設業の海外展開，海外における建設施工特集」予告
・インフラ海外展開推進のための有識者懇談会
　　これからのインフラ・システム輸出戦略
・JICA のインフラ関係事業展開
・わが国建設業の海外動向の現況
・換気立坑のスリップフォーム採用による急速施工
　　4 方向大断面トンネル交差部のスリップフォームによる連続施工
・コロラドリバー橋と施工設備
・インドネシア カレベダムの施工
・マリーナ高速道路 485 工区工事
　　海底トンネル，鋼管矢板による二重締め切りボックスカルバートトンネル施工
・アフリカ・マダガスカル共和国　エホアラ港建設工事
・シンガポール「マリーナ・ベイ・ファイナンシャル・センター」建設工事
　　シンガポールにおける RC 超高層建築の省力化・機械化施工
・ジブチ共和国　地球上で最も暑い大地に国際色豊かな 5 つ星ホテルが完成
・インドネシア デンパサール下水道整備事業
・香港地下鉄西港線 704 工区工事　市街地における岩盤地下空洞の掘削及び構築
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